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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
次の式（Ｉ）の構造を有するターポリマーを含有するコーティングを含んでなる膜。
【化１】

式中、Ｒ1はアルキル基であり、Ｒ2は式ＣＦ3（ＣＦ2）p（ＣＨ2）q－の基（ｐは１～２
１の範囲の整数、ｑは１～１０の範囲の整数である。）であり、Ｒ3及びＲ4は各々水素又
は短鎖アルキル基であり、ｍは１超の整数、ｎは２超～２００００の整数、ｏは２超の整
数である。
【請求項２】
Ｒ1がブチル基であり、Ｒ2が３，３，４，４，５，５，６，６，７，７，８，８，９，９
，１０，１０，１０－ヘプタデカフルオロデシル基であり、Ｒ3及びＲ4が各々水素である
、請求項１記載の膜。
【請求項３】
被覆膜の水流量が１０ウェット／ドライサイクル後室温で２７インチＨｇの圧力差で１ｍ
Ｌ／ｍｉｎ－ｃｍ超である、請求項１又は請求項２記載の膜。
【請求項４】
フッ素置換アクリレートもしくはフッ素置換メタクリレートと、無水イタコン酸又は無水
マレイン酸を含む不飽和無水物と、アルキルアクリレートもしくはアルキルメタクリレー
トとの反応生成物を含有するコーティングを含んでなる膜。
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【請求項５】
前記フッ素置換アクリレートが３，３，４，４，５，５，６，６，７，７，８，８，９，
９，１０，１０，１０－ヘプタデカフルオロデシルアクリレートを含む、請求項４記載の
膜。
【請求項６】
前記アルキルアクリレートがブチルアクリレートを含む、請求項４又は請求項５記載の膜
。
【請求項７】
前記コーティングがさらに多官能性架橋剤を含む、請求項４乃至請求項６のいずれか１項
記載の膜。
【請求項８】
前記コーティングが多官能性架橋剤で架橋されて被覆膜を形成している、請求項７記載の
膜。
【請求項９】
被覆膜の水流量が１０ウェット／ドライサイクル後室温で２７インチＨｇの圧力差で１ｍ
Ｌ／ｍｉｎ－ｃｍ超である、請求項８記載の膜。
【請求項１０】
フッ素置換アクリレートもしくはフッ素置換メタクリレートと、無水イタコン酸又は無水
マレイン酸を含む不飽和無水物と、アルキルアクリレートもしくはアルキルメタクリレー
トと、開始剤とを溶剤中で反応させてターポリマーを形成し、
　このターポリマーと多官能性架橋剤とを反応させて膜上にコーティングを形成する
工程を含む方法。
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